
児童書
1 イッカボッグ J.K.ローリング

2 運命のドラゴン 泥の翼のクレイ ウィングス・オブ・ファイヤ トゥイ・タマラ・サザ－ランド

3 名探偵カッレ　地主館の罠 アストリッド・リンドグレ－ン

4 十年屋7　タイムセールいたします 廣嶋　玲子

5 見つけ屋とお知らせ屋　　十年屋と魔法街の住人たち5 廣嶋　玲子

6 ア－セナルにおいでよ あさの　あつこ

7 くらくらのブックカフェ まはら三桃　他

  寒い日がつづいていますね。みなさんかぜなどひいていませんか？ 8 ひみつの相関図ノート 望月麻衣　他

「でんでんむし」も冬じたく。20冊賞の賞状やしおりを作りながら 9 いばらの髪のノラ　1　黄金の心臓 日向　理恵子

学期末にむけて、古い本の整理や新しい本の準備をしています。 10 いばらの髪のノラ　2　雨の都と月の竜 日向　理恵子

 体に気をつけて、楽しいすてきな冬休みをすごしてください。 11 いばらの髪のノラ　3　世界の器 日向　理恵子

12 春期限定いちごタルト事件 米澤　穂信

13 夏期限定トロピカルパフェ事件 米澤　穂信

14 秋期限定栗きんとん事件　上 米澤　穂信

15 秋期限定栗きんとん事件　下 米澤　穂信

16 ララ姫ときどき☆こねこ　2 みお　ちづる

17 ララ姫ときどき☆こねこ　3 みお　ちづる

18 1ねん1くみの女王さま　おたのしみ会でおおさわぎ いとう　みく

19 ぼくがぼくに変身する方法 やませ　たかゆき

20 ホカリさんとあきのてがみ はせがわ　さとみ

21 四つ子ぐらし　16 ひの　ひまり

22 星のカービイ　プププ　ナゾトレブック ワ－プスタ－監修

　

絵本
1 ぐりとぐらのえんそく なかがわりえこ　やまわきゆりこ

2 １００万回生きたねこ　(再購入） 佐野　洋子

3 ふゆのあとにははるがきます 石井　睦美

4 ヴィンセントさんのしごと 乾　栄里子

5 野球しようぜ！大谷翔平ものがたり とりごえ　こうじ

6 ピカチュウとよるのたんけん まつお　りかこ

7 イヌと友だちのバイオリン デイビット・リッチフィールド

8 はたらくくるまたちのクリスマス シェリ－・ダスキ－・リンカ－

9 しんごうきピコリ ザ・キャビンカンパニ－

10 チャレンジミッケ！1　おもちゃ箱 ウォルタ－・ウィック

令和6年 12月 6日（金）

(表)

平岡小学校 開放図書館

返本週間： 12月10日（火）～13日（金）

「でんでんむし」の新しい本は冬休みの本貸し出しの時に入ります。
〇冬休みの本貸し出しは１人４冊までです。

〇新刊やシリ－ズ本は1人2冊まで。

〇５・６年生は赤シ－ルの一般書を1冊借りられます。

〇新刊は、司書教諭の先生が購入してくれている本（黄緑色の新刊シ－ル）

と、でんでんむしが購入している本（オレンジ色の新刊シール）があります。

どちらでも2冊までです。

冬休みの本貸し出し：12月17日（火）～18日（水）

クリスマス読み聞かせ会

『 こねこのウィンクルとクリスマスツリ－ 』

ル－ス・エインズワーク作 他

12月16日（月）13時15分～（お昼休み） 多目的

室

いっしょに楽しくほっとする時間を♬



1 サンショウウオの四十九日 朝比奈　秋

2 ツミデミック 一穂　 ミチ

3 愛しさを気づかぬうちに 川口　 俊和

4 銀色のステイヤ－ 河崎　秋子

5 宙わたる教室 伊与原　新

6 いつか月夜 寺地　はるな

7 わたしの知る花 町田　そのこ

8 森にあかりが灯るとき 藤岡　陽子

9 あいにくあんたのためじゃない 柚木　麻子

10 成瀬は信じた道をいく 宮島　美奈

11 銀河の図書室 名取　佐和子

12 よむよむかたる 朝倉　かすみ

13 耳に棲むもの 小川　洋子

14 新　謎解きはディナ－のあとで　2 東川　篤哉

15 地雷グリコ 青崎　有吾

16 遊郭島心中譚 霜月　流

17 地面師たち　ファイナル・ベッツ 新庄　耕

18 花束は毒 織守　きょうや

19 サドンデス 相場　英雄

20 籠の中のふたり 薬丸　岳

21 残照の頂　続・山女日記 湊　かなえ

22 海を破る物 今村　翔吾

23 増補版　九十八歳。戦いやまず日は暮れず 佐藤　愛子

24 百年の孤独 ガブリエル・ガルシア＝マルケス

　

      ☆本のマ－クの日はお昼休みに多目的室で「読み聞かせ会」をします
発行：でんでんむし（裏） 

一般書

開 館
【開館時間】午 後1：00から

児童は3：30まで

一般は4：00まで

司書教諭・中澤 里美先生

おすすめの本

「小学生のボクは、鬼のようなお母さんにナスビを

売らされました。」

原田 剛 文 筒井 則行 絵

とっても優しかったお母さんが、とつぜん鬼のようになりました。

どうしてボクは一人でナスビを売らないといけないの？

題名も表紙も少しびっくりするようなこの本。約40年前に本当にあっ

た話です。子どもにナスビを売りに行かせる、鬼のようなお母さんの本

当の気持ちは…？最後まで読むと、心が温かくなる本です。

親から怒られることが多い子どもたちにはもちろん、お父さんやお母さ

んにも読んでほしいなと思います。

保護者の皆様へ
学校にお越しの際、開放図書館にも気軽におたち

よりください。

※保護者・一般の方は一人４冊まで２週間の貸出です。


